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あらまし： 奈良国立文化財研究所では1987年度よ

り全国遺跡データベースの構築を行っている。

1996年度よりイントラネット対応データベースを

導入してデータの更新を続けており、 19ffi年度か

らはインターネットを経由しその成果を公開してい

る。

Summary: Nara National Cultural Properties 

Res田 I℃hInstitute (ab. Nablllken)岡田nto study 

about the database of archaeological sites in 

Japan in 1987. Mo陀 than400 thousand sites are 

e対stedin Japan, and Nabunken has registerd 

about 230 thousand of sites in the databasc. 

Now o町田nget the data吋athe Internet home 

page of the Institute (http:// 

vvvv1N.nabunken.gojp). 
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1 遺跡データベースの必要性

遺跡に関する情報は考古学の研究の上でも埋蔵文

化財行政の上でも必重明三可欠なものである。考古学

研究においては、遺構も遺物も遺跡とのつながりを

もった情報としてとらえなくてはならず、各種の遺

物に関するデータベースも遺跡情報を必要としてい

る。

従来、遺跡の情報はある地域の遺跡一覧という地

理的な範囲を限ってか、ある遺物についての出土地

名表といった限定的な形でしか提示されていないの

が普通である。全国規模での網羅的な遺跡データベー

スの作成は行われていなかった。

2 開発の経緯

文化庁では1987年度より全国文化財データベー

ス構築計画の調査費が計上され調査検討が始まった。

奈良国立文化財研究所（以下、奈文研）では全国不

動産文化財データベースの一環として全国遺跡デー

タベースの設計・構築を行っている。

不動産文化財とは土地と結びついていてそこから

切り離すことのできない、遺跡（史跡を含む）、名

勝、天然記念物、建造物（指定建造物を含む）、伝

統的建造物群保存地区をさす用語で、指ffi工芸品、

無形文化財、民俗文化財といった動産文化財と対応

する。

全国遺跡データベースについては文化財情報シス

テム全体の設計と合わせてその実現に向けた設言博司

査を行っていた。その一環として1990年2月27日に

は奈文研で全国遺跡ヂータベース検討会を開催し全

国の担当者から意見を求めた。 1992年9月には奈文

研の『埋蔵文化財ニュース』 75号で「全国文化財デー

タベースについて」という特集を組み、全国遺跡デー

タベースの詳細を公表している。

その後、こういった設計を実現するハードウェア、

ソフトウェアの検討が続けられていたがシステムを

実現するには相応の予算処置を待たなければならな

かった。幸いにも1995年度末に補正予算によって

奈文研の情報システムの一新が可能となったので、

遺跡のデータとしてまず都道府県別の遺跡地図から

文字情報の入力を1996年度より外部発注により開

始した。

ところが当初運用を予定していたワークステーショ

ンιゎSのパージョンに対応したデータベースソフ
トのパージョンアップの遅れからそのままでは公開

の見通しがたたなくなった。

このため、別のワークステーションを用意し、全
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文テキスト検索エンジンを利用したデータベースの

一般公開を開始した。しかし、このシステムもアク

セス時にエラーが発生することがあるなど安定せず、

暫定的に全国のデータを手作業で市町村別に分割し

てリストの公表を合わせて行っていた。

1995年度の終りになってPCサーバを導入し、 M

言語を用いたデータベースを構築した。ハードウェ

ア、ソフトウェアの更新はその後も行っているが、

これが現行のシステムである。奈文研内部でデータ

ベースの更新を行うためのシステムと外部にデータ

を公開するためのシステムの2本建てとなっている。

内部用、外部用ともにフィールドは同一で、更新の

日時により若干の新旧はあるものの内容もほぼ同ー

である。いずれもインターネット・イントラネット

対応となっており、検索・更新はクライアントパソ

コンのブラウザから行う。ただし、外部用データベー

スに対しては通常、検索のみが可能である。現行シ

都道府県や市町村などの遺跡を調査する機関におい

て必要なフィールドがあれば、それは各地での事情

や需要に応じて独自項目としてローカルシステムを

構築してリンクし利用するというものである。この

ためセンターシステムである全国遺跡データベース

のフィールドは簡単なもの、地域的な偏在の少ない

ものとなっている。

研院者が必要とするような独自のフィールドにつ

いても個々の研究者においてローカルシステムとし

て構築してもらうのが最も効率的なやり方であると

考えている。

以下、現行の全国遺跡データベースのフィールド

について解説する。このフィールド名などは『埋j議

文イ七財ニュース』 75号段階のではなく、現在公開中

のデータベースに従っている。

全国遺跡データベースは次の27フィールドで構成
ステムでの一般公開は1999年9月28日より行ってあ

り、利用者は登録や課金なく自由に検索が可能となっ

ている。

block replacement 
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data entry 
retrieval 

Nabunken 

構築初期の遺跡地図データに加えて、各地の新規

の遺跡地図や文化財地名表、古墳の集成といった各

種遺跡地名表から情報収集を行い、レコードの追加

や内容の更新を行っている。また、遺跡の発掘調査

報告書に添えられている報告書抄録の内容によるデー

タベース更新を合わせて行っている。

3 内容

全国遺跡データベースの設計については、 『埋蔵

文イ七財ニュース』 75号に詳しい。現在の知見からす

ると改良すべき点が多々あるが、それらについては

後せすることとする。

全国遺跡データベースの基本的な考え方は、奈文

研カマ是供するのはデータの核となる部分であって、

する。

ID 

市町村ID

種別

名称、 ci莫字）

名称（かな）

所在地コード

所部也

境界文化財ID

所有者種別

主な時代

指定区分

調査・発掘の有無

文献の有無

地形図番号

緯度

経度

時代・遺跡種別

立地

現況

保存状況

面積

遺跡地図番号

群集遺跡ID

遺構概要



遺物概要

発掘概要

その他概要

これらのフィールドのうち、 「ID」から「経度」

までを共通項目群と呼ぶ。これらは全国遺跡データ

ベースだけではなく、ほかの不動産文化財のデータ

ベースにも共通するフィールドである。 「時代・遺

跡種別」以下のフィールドは全国遺跡データベース

に固有のフィールドであり、遺跡項目群と呼んでい

る。

ID 

［所在地コード」と「市町村IDJを組み合わせた

ものの末尾に「種別」コードを加えて、遺跡のIDと

する。 12桁の数字として計画。

市町村ID

遺跡の所在する市町村ごとに遺跡に付与されたユ

ニークな番号。 6桁の数字として計画。

種別

不動産文化財の中での区分のためのフィールドで

遺跡にはすべて「lJが与えられる。ちなみに名勝

には「2J、天然記念物には 「旬、建造物には

「4J、伝統的建造物群には 「5J、その他には

「9Jを与える計画である。

名称（漢字）

遺跡の名称、ひとつの遺跡に対していろいろな呼

び方がある場合は ／ で区切って並記する。

名称（かな）

遺跡の名称の読み方をひらがなで記載する。ひと

つの遺跡に対していろいろな呼び方がある場合は「名

称（漢字） Jと対応させて ／ で区切って並記す

る。この「名称（かな） Jは実際に発音した場合の

読みを記載するので、例えば「No.l遺跡jは「な

んばーいちいせき」となる。

所出也コード

自治省が定める全国地方公共団体コードの市町村

コード（5桁のアラビア数字）を使用する。複数の

市町村にまたがる遺跡の場合 ／ で区切って並記

する。

所在地

都道府県名から記載する。町名変更などがあった

場合、資料があれば融庁のものに更新する。複数の

市町村にまたがる遺跡の場合所在地コードの記載と

対応させて ／ で区切って並記する。

境界文化財ID

複数の市町村にまたがる遺跡の場合に、それぞれ

での市町村IDを記載する。

所有者種別

遺跡地の主な土地所有者についてコードを記入す

る。所有者が国は「1」、都道府県は「2」、市町村

は「3J、寺院は「4」、神社は「5」、 法人は

「6」、個人は 「7J、その他は 「9」を与える。

主な時代コード

項目名 コード

旧石器 10 

縄文 20 

弥生 30 

古墳 40 

古 飛鳥白鳳 日

代
奈良 51 

平安 52 

細分不明 69 

中 鎌倉 ω 
世
南北朝 61 

室町 62 

戦国 日

細分不明 69 

iii 安土桃山 70 
世
江戸 71 

細分不明 79 

明治 80 

不明 90 
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主な時代

遺跡の主な時代についてコードを記入する（前ペー

ジの表参照）。

指定区分

遺跡に関しては、国指定特別史跡は「llJ、国指

定史跡は「12」、都道府県指定史跡は「13」、市

町中村旨定史跡は「14」を入力。

調査・発掘の有無

「OJをなし、 「l」をありとして入力。詳細につ

いては「発掘概要」を参照することとする。

文献の有無

「O」をなし、 「lJをありとして入力。

地形図番号

遺跡の範囲を含む国土地理院発行の25ρ00分のl

地形図の地図番号。複数にまたがる場合は ／ で

区切って列記する。

緯度

遺跡位置代表点の緯度。度分秒で表した数値を単

位記号を入れずに表記する。

経度

遺跡位置代表点の経度。度分秒で表した数値を単

位記号を入れずに表記する。

時代・遺跡種別

時代と種別を別のフィールドとして設けただけで

は混乱が生じるため、その組み合わせについてコー

ド化したもの。次ページに表を掲げる。

組み合わせを用いるのは、例えば、複合した遺跡

で縄文時代の集落と弥生時代の墓が発見されていた

場合、時代が「縄文」 「弥生」、種別が「集落」

「墓Jとだけデータ登録されていたのでは、縄文時

代の墓も発見されているような誤解が生じるためで

ある。

立地

コードを入力。山地は「1」、丘陵は「2J、台地

「3」、扇状地「4」、低地平地「5」、水底

「6」、それらに該当しない島については島蝋「7J

を与える。

現況

コードを入力。市街地・集落は「lJ、道路は

「2J、墓地は 「3」、ま財t-地は r4」、山林・原野
は「5J、河川は「6」、その他は 「9」を与える。

保存伏況

コードを入力。遺跡1全体が良く保存されている場

合は保存として 「l」、遺跡の一部が破壊されてい

る場合は不良として「2」、遺跡全体が消滅してい

る場合は消滅として「3J、不明は 「4」、その他は

「9」を入力。

面積

遺跡の面積の実際の値を1平方メートル単位で記

入。概数の場合も末尾の0を略さずに記述する。

遺跡地図番号

文化庁編『全国遺跡地図』での遺跡地図番号と遺

跡一連番号。この遺跡地図にないものについては空

欄となる。

群集遺跡ID

古墳群の場合などで、個々の遺跡のほかに群全体

にも市町村IDが振られている場合それを記入する。

遺構概要

遺構に関する概要を情報源とともに記入する。

遺物概要

遺物に関する概要を情報源とともに記入する。

発掘概要

発掘調査に関する概要を情報源とともに記入する。

そ¢他概要

当該遺跡に関する記載のある文献名や、変更前の

遺跡番号などを記入する。



コード

居住集落 生産関連 墓 ． 祭紀 そ の 他

その 散布 その

集落洞穴 貝塚宮都官街城館交通 窯 田畑 製塩 製鉄 墓 古墳 横穴 祭記 経塚 社寺 集石
他 地 他

IB 石 器 1001 1002 1003 1007 1012 1013 1016 1019 1020 1021 

縄 文 2001 2002 2003 2007 2010 2012 2013 2016 2019 2020 2021 

弥 生 3001 3002 3003 3007 3009 3010 3012 3013 3014 3016 3019 3020 3021 

古 墳 4001 4002 4003 4007 4008 4009 4010 4011 4012 4013 4014 4015 4016 4019 4020 4021 

飛鳥白鳳 5001 5002 5003 5004 5005 5006 5007 5008 5009 5010 5011 5012 5013 5014 5015 5016 5017 5018 5019 5020 5021 

古
奈 良 5101 5102 5103 5104 5105 5106 5107 5108 5109 5110 5111 5112 5113 5114 5115 5116 5117 5118 5119 5120 5121 

代
平 安 5201 5202 5203 5204 5205 5206 5207 5208 5209 5210 5211 5212 5213 5216 5217 5218 5219 5220 5221 

細分不明 5901 5902 5903 5904 5905 5906 5907 5908 5905 5910 5911 5912 5913 5916 5917 5918 5919 5920 5921 

鎌 倉 6001 6002 6003 6004 6005 6006 6007 6008 6009 6010 6011 6012 6013 6016 6017 6018 6019 6020 6021 

中 南北朝 6101 6102 6103 6104 6105 6106 6107 6108 6109 6110 6111 6112 6113 6116 6117 6118 6119 6120 6121 

室 町 6201 6202 6203 6204 6205 6206 6207 6208 6209 6210 6211 6212 6213 6216 6217 6218 6219 6220 6221 

世 戦 国 6301 6302 6303 6304 6305 6306 6307 6308 6309 6310 6311 6312 6313 6316 6317 6318 6319 6320 6321 

細分不明 6901 6902 6903 6904 6905 6906 6907 6908 6909 6910 6911 6912 6913 6916 6917’ 6918 6919 6920 6921 

近 安土桃山 7001 7002 7003 7004 7005 7006 7007 7008 7009 7010 7011 7012 7013 7016 7017 7018 7019 7020 7021 

江 戸 7101 7102 7103 7104 7105 7106 7107 7108 7109 7110 7111 7112 7113 7116 7117 7118 7119 7120 7121 

世 細分不明 7901 7902 7903 7904 7905 7906 7907 7908 7909 7910 7911 7912 7913 7916 7917 7918 7919 7920 7921 

明 治 8001 8002 8003 8004 8005 8006 8007 8008 8009 8010 8011 8012 8013 8016 8017 8018 8019 8020 8021 

不 明 9001 9002 9003 9004 9005 9006 9007 9008 9009 9010 9011 9012 9013 9014 9015 9016 9017 9018 9019 9020 9021 

時代・遺跡種別（2010)
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4 検索

実際の利用はVvWWのブラウザから行う。従って

比車郊均新しいパージョンのブラウザが動作するイン

ターネットにアクセスできるパソコンからであれば

利用可能である。

データベースは奈文研のホームページ、http://

¥vvvw. na bu nken .gojp、からアクセスする。簡単

な説明のページがあり、検索を選択すると、単純な

構成の検索要求画面となる。検索は基本的に全文検

索でフィールドを特定せずに行う。オプションとし

てフィールドを指定した検索も可能である。

例えば「茶印lJ」を検索する場合はただ単に検索

の言葉の欄に「茶臼山」と入力して探せばよい。現

在、全体で224260件の遺跡が登録されていて、 「茶

臼山」でヒットするのは379件であり、 1ページに

16件ずつが表形式で表示される。これを一覧表示と

呼んでいる。次ページ上段を参照。フィールドとし

て「名称（漢字）」に「茶臼山」を含むものとして

指定すると、 360件がヒットする。

検索を繰り返すことで絞り込みを、 l回の検索に

際して検索語句の械に複数の検索語句をスペースで

区切って表記することによってOR検索を行うこと

が可能である。

それぞれのデータについて詳細な情報を得たい場

合は、一覧表示の各列の先頭にある番号をクリック

することで、詳細表示を行う。次ページ下段参照。

後に述べるようにフィールドによってはデータが入

力されていないものがある。

5 問題点

現行のシステムはフィールド構成の設計から時間

市町村ID

データベースの設言祁寺には整数を想定していたが、

実際の資料では、英字やハイフンあるいは枝番など

が含まれていることもある。都道府県単位の番号だ

けで号市町村としての遺跡番号がないところがある。

また、市町村合併により番号などは当然重複が出

てくるがそれをどのように処置するかカ執まってい

ない上、同一市町村内においても番号の変更がかな

り頻繁なことがある。

以上のように現在入力に用いている資料からは同

一市町村内においてすべての遺跡に付与されていて

かつユニークな数字としての「市町村ID」を得るに

は無理がある。

名称（漢字）

現状ではこのフィールドが遺跡を弁別するための

キーとなっている。 キーとするためには同一市町村

には同一名称の遺跡はひとつしか存在してはいけな

いことになるが、完全にそうなっているわけではな

い。また市町村合併により同一名称となってしまう

場合もあり得る。

名称を持たない遺跡も数多く遺跡地図には記載さ

れておりそれらを適切に処理する必要がある。所在

地名から00所在遺跡といった仮称を与えるのも一
案であるが、その際は仮称が本データベースによる

独自ものであることを「その他概要」に示す必要が

あろう。

遺跡名の変更も頻繁に起こるのでどれとどれを同

一遺跡と判断するかむつかしい。これは遺跡範囲の

変更とも連動している問題である。

名称を複数持つ遺跡も存在する。この場合は主た

る名称がどれであるかを判断しなくてはならない。

がたっていることもあり、 種々の問題点がある。 もつ 所的也

ともシステム自体の問題ではなく、遺跡あるいは遺

跡地図そのものが持つ性質による問題点も多い。ま

ず、前者から検討する。

5.1 現行のフィールドに関する問題点

ID 

下記のように適切な 「市町村ID」を得ることがで

きないために「ID」をキーとすることカ？できないレ

コードがたくさん存在する。

所在地の記載をどこまで詳しくするかは資料によっ

て異なる。広範囲に渡る遺跡の場合、所在地をいく

つか ／ で区切って並記することになる。地名表

記の変更もかなり頻繁におこる。旧地名を「その他

概要」 に記載しなくてはならないこともあろう。地

名だけが変更された時、その地名に基づいて命名さ

れた 「名称」だけが残って 「名称Jの由来が不明に

なるためである。

境界文化財ID
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「市町村!DJを設定できない遺跡についてはこの

のフィールドも充分に機能できない。

所有者種別

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。ある程度の範囲のある遺

跡に対してその土地所有者を決定するのは判断基準

の詰細な提示がないと不可能である。現在使用して

いる素材からは所有者について充分な↑青報が得られ

ないためにこのフィールドは空欄であることが多い。

主な時代

資料の時代の提示の仕方がまちまちであり、記載

が難しい。特に長い時代にわたる遺跡の場合どれが

主たる時代であるかの判断材料がないことが多く、

羅列した記載になる（酬がある。現状では複数の 「主

な時代j を時代順に表記しており、主な「主な時代」

順になっているわけではない。

指定区分

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。指定区分の記載について

は種類がごく限られているので、自然言語で記述し

でも問題は少ないと考えられる。

調査・発掘の有無

諒トではこのフィールドの値としては有無を表す

「O」か「lJがはいるだけである。このフィールド

を設ける意義は少ない。

文献の有無

設計ではこのフィールドの値としては有無を表す

「O」か「1」がはいるだけである。このフィールド

を設ける意義は少ない。設計では全国遺跡データベー

スと平行して不動産文化財文献情報データベースを

構築することとなっていたが、実現していない。全

国遺跡データベースと不動産ー文化財文献情報データ

ベースとは「ID」でリンクを貼ることが計画されて

いたが、前記の理由で「!DJを有効に利用すること

ができない状況にある。

緯度

秒の部分については小数点以下の表記も認める。

経度

秒の部分については小数点以下の表記も認める。

時代・遺跡種別

遺跡について検索する場合このフィールドが一番

キーとなる。従って、時代および種別についての区

分や表記は常に最善のものでなくてはならない。

北海道や沖縄県方面での時代区分との対照も明示

する必要があろう。

立地

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。広域遺跡において主な「立

地」をどうやって認識するか、その区分とともに検

討する必要がある。

現況

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。広域遺跡において主な 「現

況」をどうやって認識するか、その区分とともに検

討する必要がある。

保存伏況

ハードウェアの高速化・大容量化によりコード化

する必要性は薄れている。 f保存状況」についても

前ふたつのフィールドと同様の問題が前主する。ほ

んの一部でも破壊されていたら 「完存Jではないと

なると「完存」の遺跡はなくなってしまうことにも

なるので、区分については基準の提示カ沈、要となろ

つ。

面積

「面積」についての記載がある情報源Jが少ない。

群集童跡ID

「!DJがうまく機能していないことからこの

フィールドも充分に機能していない。

遺構概要

どこまで詳しく記迅Tするかについて検討が必要。
ただ、表記について標準化することは臥在である。


